
　平安時代初期から 1200年間、地元住民に守り継がれてきた下河原
阿蘇四ノ宮神社で遷宮祭があり、季節外れの雪がちらつく寒い中、大
勢の観客で賑わいました。

　遷宮とは、神社の神殿を改築・
修理するときに神体を移すこと
で、四ノ宮神社では 50年に一度
行われます。
　祭りは、神社本殿での神事後、
御神体が収められた神輿が外に
出され、神輿を先頭に武者や稚
児、婦人会など約 250 人の御幸
行列が、約８キロある地区内を練
り歩きました。
　なかでも、嫁や孫など家族が
増えた喜びを表すため、布団を
馬の背に乗せたのが由来とされる「七つ布団」で色鮮やかに飾られた８頭の
馬が、引き手によって語るように唄われる「馬子唄」にのせてゆっくり進ん
でいくと、沿道の観客からは 1200 年間守られてきた伝統文化を受け継ぐ姿
に大きな歓声が上がっていました。
　また、河原小学校児童のよさこいソーランの演舞や岩下神楽なども披露さ
れ、祭りは夜遅くまで賑わいました。

　旭志川辺の川辺保育園で花祭りが
あり、園児や片川瀬区老人クラブの
メンバーなど約 100 人が参加しま
した。
　この祭りはお釈迦様の誕生を祝う
もので、園庭では、釈迦を乗せた白
い象の台車を引きながら園児たちや
老人クラブのメンバーが釈迦像に甘
茶をかけ、この世に産まれたことへ
の感謝をし、全員で甘茶を飲んで一
緒に昼食を楽しみました。
　釈迦像に甘茶をかける習慣は、釈
迦が誕生したとき甘い雨が降り注い
だという言い伝えからで、泗水町北
住吉の等覚寺の泗水康一住職が「子
どもが授からないインドの王様とお
后様の夢の中に白い象が現れ、お后

のお腹に入り生まれたのがお釈迦様で、修行を重ね『人は助け合い支えられて生きるのだ』と悟
りを開きました」などとお釈迦様の話をすると園児たちは興味深く聞き入っていました。
　また、４月 12日（火）にも同園児たちは、伊坂老人クラブのメンバーと一緒に伊坂区公民館
でチューリップの花見をしながら食事会をしました。

「七つ布団」で色鮮やかに飾られた
馬をひく御幸行列

釈迦像を載せた白い象の台車を引きながら、園内を練り歩く園児たち

４月８日（金）川辺保育園花祭り
甘茶って、おいしいね
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３月 13日（日）下河原阿蘇四ノ宮神社遷宮祭
50年に一度の遷宮祭～後世に受け継ぐ～

４月 12日（火）養護老人ホームの入所者を温泉に招待
疲れを癒す

　菊池渓谷温泉「岩蔵」が４月 17日 ( 日 ) のオープン
を前に、菊池市内の養護老人ホームの入所者の代表な
ど 29人を無料で招待しました。
　温泉に入って疲れをとってもらい、新しく「癒しの
場所」ができたことも知ってもらうと同温泉が計画し
たもので、「ふじのわ荘」と「こすもす荘」のそれぞれ
の入所者は菊池川の清流を眺めながら温泉につかり、
普段の疲れを癒しました。
　入所者は「お湯がすべすべして気持ち良かったです。
お招きに感謝します」と話されました。
　菊池渓谷温泉「岩蔵」は、「水の駅」近くの川沿いに
あり、大浴場と食事処がある母屋と各部屋に露天風呂
が付いた８つの宿泊棟がある離れから出来ています。

　菊池市内の小学校 14 校で 482 人、中学校５校
で 682 人がそれぞれ入学式を迎え、新たな気持ち
で新生活をスタートさせました。
　旭志小学校体育館では午前 10時から式があり、
新入児童や在校児童、保護者など約 450 人が出席
しました。
　担任の寺井京子先生と松岡和美先生から新入児
童 66人（男子 31人、女子 35人）一人ひとりの
名前が呼ばれると、大きな声で「はい」と返事を
しながら在校児童の方を向き起立しました。
　植嶋憲一郎校長が「今から言う３つのことを守っ
てください。１つ目はあいさつができる子どもに
なってください。２つ目は先生の話を良く聞いて
ください。３つ目は車に気を付けてください」と
話すと、新入児童たちは校長先生の顔をじっと見

担任の先生から名前を呼ばれ「はい」と大きな返事を
しながら起立する旭志小学校の新入児童たち

それぞれの思いを胸に保護者などが見守る中、入場する
七城中学校の新入生たち

ゆっくり温泉につかり、普段の疲れを癒す入所者たち
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４月 11日（月）菊池市内の小・中学校で入学式
それぞれの思いを胸に

ながら真剣に聞いていました。
　また、午後１時からは七城中学校でも入学式が
あり、新入生や在校生、保護者など約 320 人が出
席しました。
　体育館であった式では、入学生59人（男子32人、
女子 27人）一人ひとりの名前が担任の坂本浩之先
生と濱野久美先生から呼ばれました。
　「これから中学生として人に対して真心で接し、
何事にもまじめに取り組み自分を琢くことを忘れ
ず、勉学や運動に対し常に工夫を凝らし、未来を
切り開いてください」と堤康雄校長の式辞が述べ
られると、入学生はそれぞれ新たな気持ちを胸に、
ひとつひとつの言葉を熱心に聞いていました。

神殿から外に出される御神体が収められた
神輿を担ぐ参加者


